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研究成果の概要： 
 チベット自治区、新疆ウイグル自治区、青海省、福建省、北京市における資料調査と聞き取
り調査から、中国における底辺階級の具体的なカテゴリー、その人間的側面に着目した生活実
態を明らかにした。あわせて、文化とエコロジーにもとづく新たな発展のあり方に関連し、少
数民族地域の底辺階級において生存、調和の重視につながる価値意識が生きていること、そこ
において渾沌と曖昧さが重要な意味をもつことを指摘した。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
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総 計 10,900,000 3,270,000 14,170,000 
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１．研究開始当初の背景 
(1)中国の発展の不均等は指摘されていたが、
底辺階級の生活実態に踏み込んだ調査研究
はみられなかった。 
(2)これまで幹部層・私営企業主層という特権
階級の研究を蓄積してきた。それと対応させ
つつ、いわば逆の面から中国社会を捉えるこ
ととなる底辺階級の研究を実施する必要が
認められた。 
(3)中国社会の底辺からみた変動の方向性、社
会問題の根本要因を考える必要があった。 
(4)東アジア社会の歴史的特性を踏まえつつ、

文化とエコロジーの面に視点を展開した実
践的な発展のあり方を構想する必要があっ
た。 
 
２．研究の目的 
 中国における底辺階級を対象とし、現地調
査からその人間的側面に着目した生活実態
の解明を行う。調査遂行にあたっては、都市
と農村、定住者と移住者という大きな分類枠
から、都市においては細民、零落者、レイオ
フ労働者、流入臨時労働者などを対象とし、
農村においては僻地居住者、生活困窮者、漂
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流的流入者などを対象とする。あわせて行政
担当者、企業家、社会団体の担い手に対する
現地調査を行い、行政・経済面の諸対策と底
辺階級のかかわり、文化・エコロジー面での
可能性を位置づける。その上で、底辺階級の
なかから、新たな発展の担い手となり得る人
間の特性とこうした発展を可能とする基礎
的条件を明らかにする。 

項目ごとにわけ、具体的に示すとすれば,
下の通りとなる。 
(1)西欧近代、近代世界システムを問い直すこ
とから、現地の歴史的特性を基盤とし、民衆
の側に立った新たな発展の構想を示す。 
(2)中国における底辺階級の具体的なカテゴ
リーを明らかにする。 
(3)資料調査と聞き取り調査から底辺階級の
人間的側面に着目した生活実態を解明する。 
(4)新たな発展の担い手となり得る人間の特
性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)中国の地域特性と全体特性を把握するた
めに、沿岸部・内陸部、北方・南方、都市・
農村という区分に従った調査地を設定した。 
(2)調査地については、漢民族居住地と少数民
族居住地という相違を反映できるように設
定した。 
(3) チベット自治区、新疆ウイグル自治区、
青海省、福建省、北京市の各調査地において、
資料調査を実施した。 
(4) チベット自治区、新疆ウイグル自治区、
青海省、福建省、北京市の各調査地において、
有意に抽出した対象に対する直接面接によ
る聞き取り調査を行った。 
 
４．研究成果 
(1)底辺階級の側からは、行政官、医師、知識
人が、生活を直接的に抑圧する存在と認識さ
れていることが確認できた。 
(2)底辺階級にみられる直接的な生活破壊の
状況については、医療と教育の問題が密接に
関わっている可能性を明らかにできた。 
(3)底辺階級の一部には社会的格差に対する
不満感情が広がっており、社会的衝突の可能
性を示唆する意識がみられることが明らか
となった。しかし、その拡大を抑制する要因
も少なからずみられていた。 
(4)農村の底辺階級については、出稼ぎや離村
などとの関わりから、家族のあり方自体が崩
壊している状況が広く確認できた。 
(5)チベット族、土族、回族、ウイグル族など
少数民族と漢族との間では底辺階級をめぐ
る社会的状況に相違があることを明らかに
した。 
(6)中国の底辺階級の特性は近代世界システ
ムにおける周辺性と強く関連していた。しか
し、問題としての現れ方は、大きく異なり、

民族や地域をめぐる文化と密接な関連をも
っていたことを明らかにした。そこでは漢族、
少数民族を問わず、宗教の問題、価値意識の
あり方が重要な意味をもっていた。 
(7)漢族においては、格差が拡大し、社会的弱
者が切り捨てられる現実を「呪う」なかから、
NGO や NPO と関連した社会変革への動き
や仏教との関連から精神充足を重視する生
き方が形成していることを確認できた。 
(8)青海省のイスラム教徒においては、同教徒
の連帯から底辺階級は排除されはじめてい
たことを解明した。あわせて、イスラム教指
導者の権威が実施的に崩壊する事態が進行
していたことを指摘した。 
(9)チベット族の底辺階級については、生活そ
のものはイスラム教徒の場合よりも安定し
ていた。これは民衆間の相互信頼と相互扶助
が生きていた結果とみなすことができた。そ
の背景には、チベット仏教にかかわる価値意
識が大きな影響を及ぼしていることがあっ
た。 
(10)イスラム教徒とチベット仏教徒の対立が
民衆の意識のなかにも根深く残存しており、
こうしたことがらが少数民族の底辺階級間
における連帯の形成を著しく阻害していた
ことを明らかにした。 
(11)中国社会の最底辺層は、少数民族地域に
おける女性、子供、高齢者というカテゴリー
から明確に捉え得ることを確認できた。 
(12)文化とエコロジーにもとづく新たな発展
のあり方について、少数民族地域の底辺階級
において生存、調和の重視につながる価値意
識が生きていたことが明らかとなった。 
(13)こうした価値意識においては、渾沌と曖
昧さということが重要な意味をもっていた
ことを解明した。 
(14)東アジアからの発展構想として、その鍵
となる概念は渾沌と曖昧さであり、それは西
欧近代において価値付与されたものとは全
く異なる基盤に立っていることを指摘でき
た。 
(15)渾沌と曖昧さと概念は、東アジアの支店
からの社会科学のパラダイム転換にもつな
がり得ることを指摘できた。 
(16)新たな発展の担い手となり得る人間の特
性としては、都市の細民、そして女性という
カテゴリーが重要である可能性を指摘する
ことができた。 
(17)底辺階級にかかわる問題解決について、
底辺階級の問題からわれわれの生活を見直
すことの必要性を提起できた。 
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